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まちゼミとは
正式名称
得する街のゼミナール

●お店（人）が講師となり、
少人数制で参加者に
無料のゼミナールを開催。
プロの知識やノウハウを教
えるコミュニケーション事業。

●2022年4月現在47都道
府県425地域で開催。

●行ったことのない店の講座
に参加し講師の人柄に触
れることが次の来店につな
がる等の効果がある。



開催までにやったこと

2021年 2022年 2023年

11月 2月 7月 9月 11月 12月～ 1月～2月 3月

メンバーに
紹介

定例会

実施に向
けプロジェク
トスタート

1回目
研修

市民提案
採択

2回目
研修

参加者
募集開始

3回目
研修

チラシ共有

予約開始

チラシ配布
小中学校

手配り

商業施設
に配架

参加者が
SNSで発
信

開催
1月15日
～
2月19日

42事業者
49講座

LINEchat
でメンバー
間の情報
共有

1日
振り返り
研修

3回とも朝と夜2回開催
リアル＋ハイブリッド
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実施例
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実施例（事務所のない参加者が場所をシェアして開催）



まちゼミ参加顧客からのアンケート結果の概要①

実施期間 令和5年1月15日～令和5年2月19日
講座数 49講座（42事業者）
アンケート回収数 117回答



まちゼミ参加者からのアンケート結果の概要②



まちゼミ参加者からのアンケート結果の概要③



まちゼミ参加者からのアンケート結果の概要④



事業者向けアンケート結果の概要①
良かった点（抜粋）

多摩市内の学校へ配布したため親子で参加いた
だき新たな出会いがあった

初見の方にお店を知ってもらえた

心がなごむようなスタイルを取ったことがプラスに働
いた

少人数であったためお客様と対話しながら行うこ
とができた

参加がとても熱心に受講していただき、喜んでもら
えたのが嬉しかった

講座の回を重ね、ファシリテーションの実践に繋
がった

チラシがあることにより宣伝効果があった 新規のターゲット層とマーケット域からの来店が
あった

新しくお客様が来店して頂く機会となりとても良
かった。参加者とプランを決めるスタイルが高評価

患者様の声かけにより、まちゼミの講座で初めて
来院した方が患者様として通うようになった

反省点（抜粋）

親子での参加を想定して休日のみの開催にすれ
ばよかった

受講対象を限定しすぎて（親子のみ等）申し
込みがなかった

時間が足りず雑談ができなかった 次回につながる仕組みを考えてなかった

自身の広報が不十分だった。集客に力を入れた
い

申し込みに対して受け身になってしまった

平日の参加がなかったので時間帯、曜日を検討 講座で伝えたい内容と、表題が合っておらず、う
まく伝わっていなかった



次回の参加

参加 23 63.9%

不参加 0 0.0%

検討中 13 36.1%

やってみて良かったと思うこと

商店街内で

開催した事例もあった

次に何をするか

参加者が考え始めた

次回へのノウハウの

蓄積ができた

多摩市全域から

参加を得られた

商売の基本を

体験できた
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第２回開催に向けた課題

①経費確保
50～70万円程度必要。参加費とる方向で
検討中。

②運営メンバー
6名で取り組んだがキャパオーバー。
運営メンバー増加、役割分担の再検討が必要。

③講座参加者へのフォローアップ
皆さん次回やりたいという感想なので早期のスタート
が大事。

（11月開催を想定すると1回目の研修は6月末頃）。
④実施時期

現在検討中。



ご清聴ありがとうございました
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